
令和８年度 第１回 北杜市食育・地産地消推進協議会 

【議事録】 

１．日 時  令和 8 年 7 月 6 日（月）18 時 00 分～19 時 20 分 

２．場 所  北杜市役所 西館 2 階会議室 

３．出席者 

 【委 員】 水川秋人、草野香壽恵、大塚広夫、茅野キヨ子、吉澤由里、坂本正輝、藤井まさ子 

       福井清政、田川桐彦、氏原 求 

 【市役所】 大柴邦彦市長   

産業観光部長 田中伸 

 【事務局】 農政課長 浅川啓治 

農政課長補佐 小尾彰 

農業政策・施設担当 浅川裕介、平岡祐樹、藤森剛大、佐藤悦子 

４，会議録署名  大塚広夫、茅野キヨ子 

５，公開・非公開の別  公開 

６．傍聴人  0 人 

７．会議内容 

 （１）開会 

 （２）委嘱状・任命書の交付 

 （３）市長あいさつ 

 （４）自己紹介 

 （５）役員選出 

 （６）会長あいさつ 

 （７）議事録署名委員選出 

 （８）議事 

   ①第 3 次北杜市食と農の杜づくり推進計画について 

   ②計画策定の進め方について 

   ③市民アンケートの実施について 

   ④その他 

 （９）閉会 

８．議事録 

（開会） 18:00 定刻に開会。 



（委嘱状・任命書の交付） 市長により委嘱状（任命書）を各委員に交付。 

（市長あいさつ） 市長は、コロナ禍の 3 年間で影響を受けた点に触れつつ、本計画策定を契機に若い

世代への食育や持続可能な食環境づくりを強化したい旨述べ、委員の協力を求めた。 

（自己紹介） 委員および事務局が自己紹介を行った。 

（役員選出） 事務局案に基づき、会長に*委員、（副会長）に**委員を選出。賛成多数で承認された。 

（会長あいさつ） 会長より、条例で定められた地域の地産地消や市民の健康づくり等の大命題に向け、

知見を結集して取り組む旨挨拶があった。 

（議事録署名員の選任） 名簿順により、大塚広夫委員、茅野キヨ子委員を議事録署名員に指名・了承。 

 

【議 事】 

   議長の進行により、次の議題について審議した。 

議 長 ： （１）第 3 次食と農の杜宿里推進計画について事務局に説明を要求。 

事務局 ： 事務局より第 2 次計画の概要と、本計画の位置づけについて説明。根拠法令は北杜市食と

農の杜づくり条例（第 9 条）及び国の食育基本法（第 18 条）等であり、本計画は令和 8 年

3 月に策定された第 4 次総合計画の下位計画として位置づける旨を説明した。 

計画の基本理念・スローガン（「みつめよう食の原点」）や 7 つの基本方針（豊かな人間

形成、健康の増進、食文化・農文化の継承、地産地消の推進、循環型社会の実現、安全で

安心な食生活の推進、食育活動の充実）を踏まえ、現状把握・課題抽出・市民アンケートの

結果等を基に第 3 次計画を作成する旨を説明した。 

議 長 ： 質疑、意見の要求。 

委 員 ： 45 ページ目標値の「食文化及び農文化の継承」の指標について、食文化と農文化をどのよ

うに集計しているかの説明を求める。 

事務局 ： 食文化についてはアンケートで「受け継いでいる／受け継いでいない」等の設問の集計を行

っているが、農文化に関する集計は確認の上、次回までに報告する旨回答。 

委 員 ： 食文化と農文化の両者を一括して扱うことは適切でないとの意見があり。 

事務局 ： 検討する旨、承知した。 

議 長 ： （１）に関する資料確認および概要説明について、特段の異論はなく了承された。 

（２）計画策定の進め方（スケジュール・構成案）についての説明を求める。 

事務局 : 本日配布した構成案・年間スケジュール案の説明。今後の主な予定は以下の通り。 

       協議会終了後、アンケートの実施（承認後、発送業務に移行） 

 9 月：計画素案作成（第 2 回協議会でアンケート集計・分析結果を報告し、意見交換） 

 11 月：素案完成（9 月の意見を反映） 

 12 月：議会へ素案提出予定 

 翌年 2 月：パブリックコメント募集 

 翌年 3 月：第 3 次計画策定（最終） 

さらに、構成案の主要内容（現状と課題、評価、数値資料、政策方向、施策例等） と 

重点項目（若年層の取組、環境配慮型農業の推進、アンケート結果に基づく重点目標 

設定等）について説明した。 



議 長 ： 質疑、意見の要求。 

委 員 ：  「栄養生活指導」という用語について、通常使用されておらず、「栄養」は栄養素を計算する 

       という意味合いが強いため「食生活指導」に変更すべきとの指摘があり。 

事務局 ： 変更する旨を回答。 

議 長 ：  （２）計画の構成・スケジュール（案）について（事務局にて修正・反映することを条件に）了承

された。 

        （３）市民アンケートの実施について事務局からの説明を要求。 

事務局 ： 今回のアンケート案の説明。主な仕様は次のとおり。 

無作為抽出 1,000 名、年齢構成比が均等になるよう抽出（16 歳～79 歳を対象） 

若年層対策として QR コードによる Web 回答を併用 

設問構成：１．年代・性別等の属性、２．食育への関心、３．食生活習慣（16 項目）、４．食文化・

農文化（3 問）、５．環境配慮（3 問）、６．産地・生産者意識（12 問）、７．食品の安全性等 

前回からの変更点として、新たに有機農業・循環型農業に関する項目を追加した旨を説明。 

議 長 ： 質疑、意見の要求。 

委 員 ： アンケートの設問文について、輸入依存や食料自給率に関する設問は、前提となる数値や背

景説明（カロリーベースや比率等）を補足するなど分かりやすくすること。 

「やせ」「肥満」など用語の使用は、個人情報が優先される中使用が可能か。 

事務局 ： 厚生労働省等で一般的に用いられているため問題なしと考えている。 

委 員 ： 「自然環境と調和した食料生産（有機農業等）」の表現が抽象的であるため、より分かりやすく

具体的な文言にすることを要望。 

事務局 ： 県のアンケートを踏襲している旨を説明した。 

委 員 ： 北杜市民に分かりやすい表現に修正することを要望。 

事務局 ： 検討し修正する旨を回答。 

委 員 ： 過去（第 2 次）アンケートの回収率・年齢別回収比率について確認あり。 

事務局 ： 回収率は 41.6%、年齢別は 10～19 歳 3.8%、20～29 歳 6.3%、30～39 歳 

7.9%、40～49 歳 10.3%、50～59 歳 18.3%、60～69 歳 23.6%、70～79 歳 

29.8%であると報告。これを踏まえ、若年層の回収率向上対策と質問によっては、回収後

の補正（年齢構成の補正等）を検討する旨回答。 

委 員 ： 「栄養バランスに配慮した食生活」の設問は抽象的なため、主食・主菜・副菜の組合せ等、より

具体的に尋ねる設問に改める提案あり。 

       安全性に関する設問も、添加物や農薬等の具体例を示すことで教育的要素を兼ねる形式が

望ましい旨の意見あり。 

議 長 ： アンケート案については、委員からの指摘事項を事務局にて精査し、修正案を反映のうえ発

送作業に進めることとする。 

特に用語表現の明確化、若年層回答対策、回収後の統計補正方法などは事務局で検討する。 

（４）その他の項について。 

事務局 ： 次回開催日について、事務局案として 9 月 29 日（火）または 9 月 30 日（水）のいずれか

で調整を依頼。結果、9 月 30 日（水）18:00 から開催することを確認。  



事務局より改めて通知する。 

議 長 ： 以上をもって、本日予定していた議事を終了。 

事務局 ： 会議を終了。 

（閉会）  19:20 閉会。 

 

 

 

 

以上、令和 8 年度第 1 回北杜市食育・地産地消推進協議会の内容を記載し、その内容に相違がな

いことを証するため、ここに署名する。 

 

 

署名委員 

 

 

署名委員 

                                                    

 


